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4. 各エリアの最大需要発生時刻と予備率最小時刻の比較

 各エリアの最大需要発生時刻と予備率最小時刻を確認し、冬季は最大需要発生時刻が予備
率最小時刻と一致していることを確認した。

 夏季の予備率最小時刻は最大需要発生時刻から点灯帯（夕刻）へずれる傾向を示している。

※今後、夏季の最小予備率時刻の扱いについては、検証する必要がある。

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

最大需要
発生時刻

19時 18時 18時 10時 10時 19時 10時 19時 19時 20時

予備率
最小時刻

19時 18時 18時 10時 10時 19時 10時 19時 19時 20時

各エリアにおける冬季（2月）の最大需要発生時刻と予備率最小時刻

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

最大需要
発生時刻

15時 15時 15時 15時 15時 15時 15時 15時 15時 15時

予備率
最小時刻

17時 17時 15時 17時 15時 17時 17時 15時 19時 20時

【参考】各エリアにおける夏季（8月）の最大需要発生時刻と予備率最小時刻

「平成30年度供給計画取りまとめ」を元に作成















年度 夏季 冬季

２０１１

・電気使用制限令（電事法27条）※

⇒東北及び東京電力管内（▲15％）
・数値目標付き節電要請※

⇒ 関西電力管内（▲10％）

・数値目標付き節電要請※

⇒関西電力管内（▲10％）、九州電力管内（▲5％）

２０１２
・数値目標付き節電要請※

⇒北海道電力管内(▲7%)、関西及び九州電力管内
(▲10%)、四国電力管内(▲5%)

・数値目標付き節電要請※

⇒北海道電力管内（▲7％）

２０１３ ・数値目標のない節電要請（９電力管内）
・数値目標付き節電要請※

⇒北海道電力管内（▲６％）

２０１４ ・数値目標のない節電要請（９電力管内） ・数値目標のない節電要請（９電力管内）

２０１５ ・数値目標のない節電要請（９電力管内） ・数値目標のない節電要請（９電力管内）

２０１６
・節電要請なし
※従来同様に需給ひっ迫時に備えた対策を講じている。

・節電要請なし
※従来同様に需給ひっ迫時に備えた対策を講じている。

２０１７
・節電要請なし
※従来同様に需給ひっ迫時に備えた対策を講じている。

・節電要請なし
※従来同様に需給ひっ迫時に備えた対策を講じている。

２０１８
・節電要請なし
※従来同様に需給ひっ迫時に備えた対策を講じている。

※数値目標付きの地域以外は、全国的に「数値目標のない節電要請」を実施
※沖縄を除く 11

 東日本大震災直後（2011年3月）は、原子力・火力発電所の停止に伴い供給力が大幅に減少し
たため、東京電力管内で計画停電を実施。その後、下記の節電要請等を実施。

 2016年夏以降、節電要請は実施していない。

（参考）これまでの電力需給対策


